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2006年６月

第３号

力と息を合わせて、セーノ!力と息を合わせて、セーノ!
　志摩市商工会青年部主催による、第２回
志摩市綱引大会が５月28日（日）阿児アリーナ
にて開催されました。
　当日は、23チームが参加し、熱戦が繰り広
げられました。
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志
摩
市
商
工
会
の
第
二
回
通
常

総
代
会
が
、
総
代
一
六
五
名
の
、

ご
出
席
の
も
と
四
月
二
七
日
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
四
月
一
日
、
県
下
最
大
規
模

の
志
摩
市
商
工
会
が
誕
生
し
、「
新

た
な
飛
躍
」
を
目
指
し
出
発
し
て

一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
商
工
会
が
、
最
初
の
取

り
組
み
と
し
て
二
、0
0
0
名
余

の
全
会
員
と
商
工
会
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
指

導
員
の
巡
回
を
実
施
し
、
会
員
の

課
題
や
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ

と
が
出
来
た
と
同
時
に
、
組
織
的

な
巡
回
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
本

年
も
更
に
充
実
し
た
巡
回
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
合
併
初
年
度
を
振
り
返
っ

て
見
ま
す
と
「
明
日
に
向
か
っ
て

無
我
夢
中
で
走
り
続
け
た
一
年
」

で
、
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

特
に
「
経
営
指
導
」「
商
工
会

運
営
の
あ
り
方
」
な
ど
問
題
点
を
、

新
年
度
の
課
題
と
し
て
採
り
あ
げ

て
い
き
ま
す
。

第
二
回

志
摩
市
商
工
会
総
代
会

　

会
長
あ
い
さ
つ
概
要 

会 

長　

中

嶋
　

勉

　

さ
て
、
志
摩
市
の
経
済
環
境
は
、

人
口
五
八
、二
二
二
人
、
世
帯
数

二
0
、六
七
九
世
帯
（
平
成
一
七

年
国
勢
調
査
）
と
減
少
し
、
一
人

当
た
り
の
分
配
所
得
の
低
さ
、
雇

用
の
低
迷
な
ど
格
差
社
会
が
急
速

に
進
む
中
で
、
こ
の
地
域
は
残
念

な
が
ら
危
機
的
な
不
況
に
喘
い
で

い
ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
の
分
権
社
会
は
、

「
知
恵
を
絞
っ
て
地
域
づ
く
り
を

競
う
時
代
」
と
云
わ
れ
、
商
工
会

は
、
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し

て
、
異
業
種
の
垣
根
を
越
え
農
業

水
産
業
と
の
交
流
や
連
携
を
深
め

「
力
を
合
わ
せ
て
地
域
間
競
争
に

打
ち
勝
つ
地
域
づ
く
り
」
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
「
地
域

の
活
性
化
な
く
し
て
商
工
業
者
の

繁
栄
伸
展
は
な
い
」
だ
け
に
地
域

振
興
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
場
企
業
と
運
命
を
共

に
し
て
い
る
商
工
会
は
、
今
年
こ

そ
「
新
し
い
明
日
へ
の
商
工
会
」

を
つ
く
り
上
げ
る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
「
商
工
会
の
古
い
殻
を

破
り
改
革
を
実
行
」
し
「
改
革
進

化
の
年
」
に
し
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
皆
様
の
ご
理
解

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
、
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

監
事
辞
任
に
伴
う

役
員
補
選
に
つ
い
て

次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

監
事　

中
村
永
三
郎
（
前
理
事
大
王
）

　
　
　
　
（
有
）あ
ら
ふ
ら
丸
商
会

理
事　

中
井　

武
教　
（
新
任
大
王
）

　
　
　
　
（
有
）中
武
組

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成十八年六月「商工会広域連合体制スタート」
新体制で小規模事業者、会員のサービス充実と地域経済振興発展を目的に!

県内を5つのブロックに分けた商工会の小規模事業者、会員への更なる
支援の充実に新しい体制がスタートします。新しく商工会広域連合（任意
の組織）単位商工会並びに県連のそれぞれの役割分担を明確にするこ
とにより、小規模事業者、会員、地域住民のニーズに対応できる組織へ
と変貌いたします。次の3つの事業を重点事業に揚げ「商工会広域連合」
の活動方針として事業展開を図ります。

活 動基 本方針

①経営指導員と専門家で小規模事業者、会員に対するより掘り下げた
経営支援を実施する。

②地域経済課題に対し、商工会議所、組合等の関係団体と連携し、提案・
実行する行動力のある活動を展開する。

③市町村合併により、中心市街地に重点化される行政施策に対し、商工
会エリアである周辺地域の振興を住民と共に提案、実行する中核団体
としての活動を展開する。

商工会広域連合名 所　属　商　工　会

北 勢 商 工 会
多度町、長島町、木曽岬町、北勢町、
大安町、員弁町、藤原町、東員町、
菰野町、楠町、朝明、関町

中勢、伊賀商工会 津北、津西、津みなみ、伊賀市

松 阪 商 工 会 嬉野町、三雲町、松阪西部、多気町、
明和町、大台町、宮川村、勢和町、大紀町

志摩、度会商工会 玉城町、南勢町、小俣町、南島町、度会町、志摩市

東紀州商工会 紀北町、紀和町、御浜町、紀宝町
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平成18年度  志摩市商工会の主な事業計画
スケールメリットを活かして

（1）指導体制の強化　（2）運営の効率化　（3）財政の健全化を目指す

「中小企業新事業活動促進法」に基づく創業・経営革新、新連携支援の実施
（1） 創業人材育成事業（ステップアップコース）
（2） 女性起業家支援事業
（3） まちの起業家等資金調達マッチングモデル事業
（4） 異分野の中小企業同士が技術・ノウハウ等の「強み」を相互に補いながら、高付加価値の製品、

サービスを創出する新たな連携事業を支援する。
（5） 小規模事業者新事業全国展開支援事業

地域の小規模事業者による全国規模のマーケットを狙った新事業展開を支援するため小規模
事業者と協力し、特産品開発や観光資源開発及び販路開拓に対し支援を行う。

グラフでみる商工会の決算と予算グラフでみる商工会の決算と予算

平成18年度予算  収入の部

県補助金
110,307千円
42％

市町村補助金
30,080千円
12％

会費・手数料等収入
109,671千円
42％

前期繰越
収支差額
162千円
0％受託事業収入

10,210千円
4％

収入の合計
260,430,000円

平成18年度予算  支出の部

経改普及事業
指導職員設置費
110,253千円
42％

経改普及事業指導事業費
62,849千円
24％

受託事業費
10,260千円
4％

管理費
37,202千円
14％

資産取得等
引当支出
21,400千円
8％

予備費
77千円
0％

地域総合振興
事業費
18,389千円
7％

支出の合計
260,430,000円

平成17年度決算  収入の部

収入の合計
268,609,706円

平成17年度決算  支出の部

支出の合計
268,609,706円

県補助金
120,212千円
44％

市町村補助金
34,146千円
13％

助成金
200千円
0％

会費・手数料等
収入
82,085千円
31％

受託事業収入
2,632千円
1％

特別会計
繰入収入
1,047千円
0％

合併拠出金
繰入収入
28,287千円
11％

経改普及事業
指導職員設置費
112,886千円
42％

経改普及事業指導事業費
71,528千円
27％

受託事業費
2,548千円
1％

管理費
30,436千円
11％

資産取得等
引当支出
30,200千円
11％

次期繰越
収支差額
162千円
0％

地域総合振興
事業費
20,849千円
8％
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志摩市商工会員アンケート調査集計結果
　商工会が平成17年４月１日に合併し、広く会員のみなさんからのご意見をお聞かせいただき今後の商工会運営
の参考にさせていただくためのアンケート調査を行った調査集計結果です。

浜 島 町 大 王 町 志 摩 町 阿 児 町 磯 部 町 その他地区 計 構成比

アンケート配布枚数 199 269 422 862 251 0 2003

アンケート回収枚数 64 94 141 241 110 7 657

回 収 率 32.16％ 34.94％ 33.41％ 27.96％ 43.82％ 32.80％

良くなった

やや良くなった

変わらなかった

やや悪くなった

悪くなった

無回答

創業・経営革新支援事業の推進
地域イベント事業への積極的参画
ＨＰ作成のお手伝い
商店街活性化事業推進
金融斡旋（国金・県単資金）
税務指導（所得税・消費税等）
青色申告の記帳指導・記帳機械化事業の推進
巡回・窓口指導の強化
特産品開発及び販路開拓事業の推進
その他
無回答

契約している

契約していない

無回答

いつも見ている

時々見る

まったく見た事がない

無回答

現在のINFOを充実してほしい

広報誌の発行回数を増やしてほしい

広報誌だけでよい

その他

無回答

志摩市商工会へ今後どのような事業を期待しますか？
〈回答者のコメント〉

●飲酒運転防止のため回遊バスなど。
●とにかく産業の活性化策と推進。
●志摩市外への情報発信、他県へのコマーシャル。
●パソコン教室を時々開催してほしい。
●自分の得意なもの、事業をだしあって平凡な一市民が社会参加でき
る何かシステムがあればいい。
●区域のお金のようなカードの活用もこの地方独特の何かでできると
いいですね。
●町おこしに、事業に予算を出してほしい。
●行政、観光協会などと協力し、経済の重要点を解決していく事。
●道路整備、環境関連の見直し。
●特定の人だけが得をするような会ではなく、末端の商工会員にも
メリットのある商工会にお願いしたい。
●観光事業の活性化。
●ローカル地域の活性化対策。

●日々、売上の落ち込む現在、生き残るためどうしたらいいのか考える
ので精一杯です。
●商工会、市、観光協会で今後の志摩市が進むべき道を語り合う事。
●自分達の町の事は、自分達で考え、東京や大阪の人に方向を聞くこと
はやめてほしい。本当の意味の努力者に賛同してほしい。
●志摩市内への観光客（宿泊客）を一人でも多く引き入れる方法を考えて
実行する事。
●若い人の働ける場所がほしい。
●若手人材登録及び高齢者より若手の利用を。今後を担う青年部事業
者の地元経験者による指導を。
●県外からの誘客イベント事業。
●志摩市全体の活性化。
●観光客の受入の為、接待等の勉強会の実施。観光協会と協力し地域
開拓に努力を。

　志摩市商工会商業部会では、阿児町のパールカード
会と浜島町のスタンプ会がカード事業を行っています。
　会員の皆様で阿児カード事業振興会（月額 3,000円）・
浜島町スタンプ会（月額 1,500円）に参加したい方を募集し、
更に商業部会では充実したカード事業を今後推し進め
たいと考え、統一したカード事業を行うべく検討していき
たいと考えていますので、宜しくお願い致します。
　又、商業部会では、皆様のいろいろな意見を参考に
し、部会活動を活発にしていきたいと思います。

貴事業所の景気は？

どのような事業を期待しますか？

MCTV契約状況

商工会INFO視聴状況

情報伝達方法について

〔抜粋〕
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支
部
だ
よ
り

大

王

支

部

支
部
長　

坂
下
啓
登

　

志
摩
市
商
工
会
が
誕
生
し
一
年

が
経
過
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
代
会
も
全
て
の
議
案
を

可
決
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
執
行
者

の
一
人
と
し
て
、
紙
面
を
お
借
り

し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
八
年
度
に
は
い
り
、
六
月
一

日
よ
り
、
志
摩
、
南
勢
、
南
島
、

度
会
、
玉
城
、
小
俣
の
商
工
会
、

六
地
域
に
よ
り
ま
す
広
域
連
合
が

設
立
さ
れ
志
摩
市
商
工
会
内
に
事

務
所
が
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
連

合
に
伴
い
、
人
事
異
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う

に
、
役
職
員
一
同
努
力
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
又
、
商
工
会
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
は
、
私
た
ち
が

思
っ
て
い
る
以
上
に
変
化
し
て
お

り
ま
す
が
、
本
所
、
支
所
、
役
員

が
力
を
合
わ
せ
て
、
変
化
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

志

摩

支

部

支
部
長　

大
口　

健

　

早
い
も
の
で
、
こ
の
四
月
で
合

併
し
て
か
ら
、
又
、
支
部
長
と
し

て
一
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
本
所

支
所
の
活
動
に
加
え
て
関
係
団
体

組
織
と
の
交
流
等
で
「
ア
ッ
」
と

言
う
間
の
一
年
で
し
た
。
合
併
の

効
果
で
し
ょ
う
か
、
視
野
が
広
が

り
五
町
は
、
ひ
と
つ
と
言
う
意
識

が
徐
々
に
芽
生
え
て
き
た
よ
う
に

思
え
ま
す
。
こ
の
一
年
間
で
、
格

差
社
会
、
上
流
下
層
階
級
、
勝
ち

組
、
負
け
組
み
、
と
い
う
言
葉
を

や
た
ら
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、「
自
分
は
?
」「
志
摩
地

域
は
?
」
と
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て

し
ま
い
ま
す
。

　

一
年
が
経
ち
合
併
の
良
し
悪
し

が
問
わ
れ
る
時
期
だ
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
ま
ず
い
所
は
改
善
し
つ
つ

良
い
所
は
、
ど
ん
ど
ん
押
し
進
め

て
、
商
工
会
共
々
全
て
の
会
員
様

が
良
い
方
向
へ
向
か
っ
て
行
け
る

様
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今

年
は
、
全
国
的
な
大
規
模
イ
ベ
ン

ト
も
控
え
て
お
り
、
会
員
の
皆
様

と
共
に
奮
闘
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

阿

児

支

部

支
部
長　

瀬
野
重
喜

　

志
摩
市
商
工
会
が
誕
生
し
ま
し

て
、
早
や
一
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
旧
商
工
会
単
位
に
支
部
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

阿
児
支
部
は
、
旧
阿
児
町
商
工

会
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
夜
店
の

開
催
、
え
え
じ
ゃ
ん
か
ま
つ
り
へ

の
参
加
、
日
進
市
商
工
会
と
の
交

流
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

役
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
任
期

が
十
八
年
度
末
ま
で
あ
り
、
そ
の

ま
ま
支
部
理
事
と
し
て
お
願
い
を

い
た
し
ま
し
た
。

　

十
八
年
度
の
事
業
も
目
新
し
い

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
進
市
と

の
姉
妹
提
携
は
、
旧
阿
児
町
商
工

会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
志
摩

市
商
工
会
へ
の
移
行
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
で
十
五
周
年
と

な
り
ま
す
の
で
、
十
月
に
記
念
事

業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
産
業
と
鵜
方
駅
前
の
活
性

化
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も

検
討
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

磯

部

支

部

支
部
長　

出
口
勝
美

　

昨
年
四
月
一
日
、
私
達
五
町
商

工
会
が
合
併
を
し
、
早
い
も
の
で

二
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
当
初
支
部
に
課
せ
ら
れ
た

任
務
を
新
し
い
視
点
に
立
ち
会
員

の
声
を
良
く
聞
き
、「
元
気
な
商

工
会
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
諸
活

動
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
合

併
初
年
度
の
諸
課
題
解
決
、
あ
る

い
は
組
織
の
あ
り
方
等
の
問
題
か

ら
初
期
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
の
反
省
を
踏

ま
え
て
更
に
地
域
経
済
の
振
興
活

性
化
を
は
か
り
、
会
員
の
た
め
の

支
部
活
動
を
推
進
さ
せ
て
い
た
だ

く
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
、
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

浜

島

支

部

支
部
長　

谷
水
寛
之

　

平
成
十
八
年（
昭
和
八
十
一
年
）

敗
戦
よ
り
数
え
て
六
十
一
年
、
人

生
の
節
目
の
一
つ
、
還
暦
は
祝
と

も
厄
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

又
、
商
工
会
も
設
立
以
来
40
有

余
年
を
過
ぎ
、
不
惑
の
年
を
こ
え

ま
し
た
。

　

平
成
の
大
合
併
と
い
わ
れ
、
市

町
村
は
半
分
以
下
と
な
り
志
摩

五
商
工
会
も
合
併
二
年
目
と
な

り
、
設
立
当
時
の
組
織
を
思
え
ば

今
昔
の
思
い
が
し
ま
す
が
、
そ
の

設
立
趣
旨
目
的
は
年
々
社
会
の
移

り
変
わ
り
と
共
に
変
わ
り
つ
つ
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
温
故
知

新
、
節
目
の
年
と
し
て
近
頃
、
失

敗
学
と
い
う
本
が
目
に
つ
き
ま
す

が
、
過
去
に
学
び
先
人
の
失
敗
を

経
験
の
一
つ
と
し
、
成
長
の
糧
と

し
て
行
け
れ
ば
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
聞
か
な
く
な
っ
た
言

葉
に
「
他
人
の
ふ
り
見
て
我
が
ふ

り
直
せ
」
と
子
供
の
頃
の
諺
で
し

た
が
、
も
う
死
語
と
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

合
併
後
の
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
形

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
会
員
の
気

持
ち
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

か
。
急
激
な
変
化
は
、「
角
を
矯

め
て
牛
を
殺
す
」
の
例
え
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
商
工
会
と
し
て

日
々
の
積
み
重
ね
の
中
、
会
員
の

皆
様
と
共
に
役
職
員
が
力
を
合
わ

せ
、
知
恵
と
汗
を
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
何
と
ぞ
会
員
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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青
年
部

青
年
部

　

通
常
総
会
開
催
!!

　

第
２
回
志
摩
市
商
工
会
青
年
部

の
通
常
総
会
が
、
５
月
24
日
浜
島

町
鯨
望
荘
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
提
出
さ
れ
た
全
議
案
は

無
事
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
第
４
号
議
案
に
お
い
て
、
定

年
に
よ
る
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

大
王
町
の
田
中　

健
さ
ん
・
磯
部

町
の
奥
山
秀
樹
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

監
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
目
前
に
控
え
た
、
第
２
回

志
摩
市
綱
引
大
会
の「
決
起
大
会
」

と
し
て
の
意
味
合
い
も
含
め
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

〈
阿
児
支
所
〉

お
く
だ
施
術
院 

奥
田
吉
二
三 

（
準
部
員
）

あ
じ
ろ 

　

城
山　
　

大 

（
準
部
員
）

（
敬
称
略
）

◎
新
入
部
員
紹
介

　

昨
年
、
商
工
会
の
合
併
記
念
事

業
で
行
っ
た
綱
引
大
会
を
、「
今

年
は
ど
う
す
る
？
」
か
ら
始
ま

り
、
部
員
一
同
思
案
し
た
結
果
、

「
市
民
交
流
の
場
を
持
た
な
け
れ

ば
！
」
と
い
う
事
に
な
り
、
第
一

回
の
反
省
点
を
参
考
に
す
る
と

共
に
周
囲
か
ら
の
声
も
取
り
入
れ

補
足
し
て
い
く
中
、
深
夜
に
迄
至

る
会
議
も
多
々
あ
り
、
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
、
第
二
回
綱
引
大
会
を
開

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
昨
年

同
様
、
各
団
体
・
関
係
者
の
方
々

に
は
御
協
力
を
頂
き
、
部
員
一
同

心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
多
く
の
チ
ー
ム
に
参
加
し
て

頂
き
、
大
会
全
体
が
非
常
に
盛
り

上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
参
加
さ

れ
た
チ
ー
ム
、
選
手
の
熱
い
戦
い

や
、
観
戦
し
て
頂
い
て
い
る
観
客

の
方
々
の
様
子
を
見
て
、
本
大
会

が
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
さ
れ
、
盛
大

に
出
来
た
喜
び
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
気
持
ち
は
開
催
ま
で
に
時
間

を
か
け
、
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
き
た
部
員
全
員
同
じ
気
持
ち
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
部
員
同
士

の
交
流
が
更
に
深
ま
り
、
こ
の
一

致
団
結
し
た
達
成
感
を
ま
た
来
年

以
降
も
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
目
標

を
立
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
達
青
年
部
は
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
こ
の
綱
引
大
会
を
通
し
て
市
民

の
交
流
が
増
え
、
市
が
活
性
す
る

事
を
願
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
御
支
援
、
御

協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

第
二
回  

志
摩
市
綱
引
大
会
を
終
え
て

永
年
青
年
部
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
、
次
の
方
々
が
40
歳
の
定

年
を
迎
え
ら
れ
、
青
年
部
を
ご
卒

業
と
な
り
ま
し
た
。
永
い
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
当
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。

〈
浜
島
支
所
〉

　
　

岩
崎　

充
宏
・
柴
原　

藤
光

〈
大
王
支
所
〉

　
　

平
川　

隆
幸

〈
志
摩
支
所
〉

　
　

山
本　

義
彦
・
大
山　

隆
弘

〈
阿
児
支
所
〉

　
　

前
田　

光
一
・
大
野　

英
靖

　
　

竹
内　

恭
一
・
中
嶋　

政
喜

　
　

三
橋　

浩
二

〈
磯
部
支
所
〉

　
　

坂
本　

臣
由
・
竹
内　

博
司

　
　

向
原　

弘
明
・
山
川　

好
明

　
　

河
原　

弘
一

 

（
敬
称
略
）

◎
卒
業
生
の
ご
紹
介

みんなで楽しく学び、しっかり勉強しませんか!

《青年部員募集します》
◇満40歳までの若手経営者、または

後継者またはご家族の方なら誰でも
OKです。

◇研修会・勉強会・親睦会・奉仕作業
などいろいろあります。女性の入部
大歓迎!!

◇人の輪を広げて、事業に活かしましょう。
※商工会事務局・各支部までご連絡下さい。

優　勝 準優勝

小学生の部
アカウミ
ガメラーズ

チーム
パワード

中 学 生
男 子 の 部

ガンサンズ
チーム10
point

一 般
女 子 の 部

ジョーズ
パワーズ

Peace

一 般 男 女
混 成 の 部

Sound Jump 
Projects

志友館
父母会チーム

一 般 の 部
志摩トレー
ニングクラブ

金子道場

第２回
　　志摩市綱引大会

結　果
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女
性
部

女
性
部

女
性
部

女
性
部

濱
口
久
美
子（
志
摩
）

普
通
救
命
講
習
会
に
参
加
し
て

村

瀬

和

美
（
大
王
）

　

去
る
三
月
九
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
、
救
命
講
習
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

何
年
か
前
に
人
工
呼
吸
の
講
習

を
受
け
て
か
ら
数
年
、
そ
の
時
教

え
て
い
た
だ
い
た
事
は
、
も
う
頭
の

中
か
ら
す
っ
か
り
消
え
、
講
師
の

説
明
を
聞
い
て
、
自
分
の
番
が
き

ま
し
た
が
、
さ
て
言
葉
が
で
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
一
生
懸
命
、
講

師
の
指
導
さ
れ
る
通
り
に
見
様
見

真
似
で
や
っ
て
み
ま
し
た
。

①
肩
に
手
を
か
け
、
も
し
も
し
大

丈
夫
で
す
か
と
意
識
の
有
無
を

調
べ
る
。

②
意
識
が
な
い
時
は
、
近
く
の
人

に
助
け
を
呼
び
電
話
で
救
急
車

を
呼
ぶ
。

③
片
手
を
額
に
当
て
、
も
う
一
方

の
手
の
人
差
し
指
と
中
指
の
二

本
を
あ
ご
先
に
当
て
持
ち
上
げ
、

気
道
を
確
保
す
る
。

手
や
肩
に
力
が
入
っ
て
固
く
な
り

な
が
ら
も
、
ど
う
に
か
最
後
ま
で

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講

習
を
受
け
る
中
で
、
若
手
の
方
は
、

て
き
ぱ
き
と
迅
速
に
対
応
し
て
い

て
さ
す
が
と
感
心
致
し
ま
し
た
。
私

達
の
住
む
志
摩
市
に
は
海
が
あ
り
、

年
間
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
事
故
が
起
き
て
も
適
切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
よ
う
な

講
習
を
受
け
る
機
会
を
増
や
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
う
と
同
時
に
、

例
会
の
時
な
ど
に
教
え
合
い
、
部

員
全
員
で
知
識
を
共
有
で
き
た
ら

と
い
う
思
い
の
中
で
終
わ
っ
た
講

習
会
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
機
会

が
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
と
新
分
野

に
挑
戦
し
、
部
全
体
で
前
向
き
に

頑
張
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
「
手
を
当
て

る
場
所
を
間
違
え
た
ら
と
思
う
と

チ
ョ
ッ
ト
怖
い
」
人
工
呼
吸
と
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
繰
り
返
す
。
手
・

足
先
何
処
か
に
微
か
な
反
応
が
あ

る
か
よ
く
見
る
。

　

救
急
車
到
着
ま
で
の
処
置
で
、
事

態
が
変
わ
る
と
聞
き
、
益
々
こ
の

事
態
を
真
剣
に
受
け
止
め
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
命
に
関
わ
る
事
故
、
急

病
、
そ
ん
な
事
態
に
遭
遇
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
私
も
二
度
、
家

族
の
一
大
事
（
心
筋
梗
塞
）
を
経

験
し
て
い
ま
す
。〝
息
が
吸
え
な
い
〞

と
寝
間
着
の
襟
元
を
わ
し
掴
み
、
苦

し
む
舅
を
目
前
に
し
、〝
救
急
車
を

早
く
〞
と
、
そ
の
時
は
、
そ
の
こ

と
し
か
頭
に
浮
か
び
ま
せ
ん
で
し

た
。
幸
い
救
急
隊
の
到
着
が
早
く
適

切
な
処
置
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
、

入
院
の
後
、
普
段
の
生
活
に
戻
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
数

年
後
、
二
度
目
の
発
作
、
返
ら
ぬ

身
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
救
急
車
を
呼

ぶ
こ
と
以
外
何
の
術
も
持
た
な
い

私
達
で
し
た
。
そ
の
後
、
心
肺
蘇

生
講
習
を
受
講
、
そ
し
て
、
今
回

の
普
通
救
命
士
講
習
に
臨
ん
だ
わ

け
で
す
。

〝
習
う
よ
り
慣
れ
よ
〞、
前
回
よ
り

納
得
充
実
の
一
日
だ
っ
た
は
ず
な

ん
で
す
が
、
時
が
経
て
ば
忘
れ
て

も
い
き
ま
す
。
次
の
チ
ャ
ン
ス
に

は
、
是
非
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
共
に
体
得

し
た
い
。
望
む
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
役
立
つ
こ
と
も
あ
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
大
丈
夫
で
す
か
?
大
丈
夫
で
す

か
?
」
声
か
け
・
肩
を
た
た
く
。
意

識
の
確
認
、
近
く
に
居
る
人
に
応

援
を
頼
む
。

　
「
○
○
さ
ん
、
救
急
車
を
呼
ん
で

く
だ
さ
い
。
呼
ん
だ
ら
も
う
一
度

こ
ち
ら
の
方
に
来
て
く
れ
ま
す
か
」

徐
々
に
思
い
出
し
て
き
た
か
な
…

訓
練
態
度
・
優
秀　

昼
食
後
の
三

時
間
、
眠
気
も
襲
う
時
間
帯
で
し

た
が
、
緊
急
事
態
時
の
訓
練  

真
剣
。

　

救
急
車
に
お
世
話
に
な
っ
た
と

か
、
人
命
救
助
と
か
、
五
十
二
年

間
こ
の
よ
う
な
経
験
は
無
い
。

遭
遇
し
た
時
の
訓
練
で
す
が
、
一

度
や
二
度
で
は
、
落
ち
着
い
て
対

応
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

誰
か
救
急
車
呼
ん
で
下
さ
い
！

戸
惑
い
と
、
気
恥
ず
か
し
さ
か
ら

始
ま
っ
た
講
習
。
一
緒
に
参
加
し

た
人
た
ち
も
み
な
知
っ
て
い
る
方

ば
か
り
、
冗
談
を
言
合
い
な
が
ら

も
、
時
間
が
た
つ
と
と
も
に
教
え

て
も
ら
っ
た
、
一
つ
一
つ
の
処
置

の
仕
方
や
順
番
を
間
違
え
な
い
よ

う
思
い
出
し
、
真
剣
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
様
々
な
事
故
が
、
生
活

の
中
で
起
き
て
い
る
現
実
、
今
ま

で
何
事
も
な
く
平
穏
無
事
に
過
ご

し
て
き
た
け
ど
、
私
た
ち
を
取
り

巻
く
社
会
の
中
で
予
期
せ
ぬ
こ
と

が
何
時
ど
ん
な
形
で
生
活
に
か
か

わ
っ
て
く
る
の
か
、
そ
の
時
ど
れ

だ
け
冷
静
に
判
断
し
て
処
置
で
き

る
の
か
。

　

今
回
ご
指
導
い
た
だ
い
た
の
は

心
肺
蘇
生
法
で
し
た
が
、
事
故
に

遭
遇
し
た
時
ど
こ
ま
で
成
果
を
出

せ
る
か
、
と
っ
さ
の
判
断
と
一
分

を
争
う
処
置
で
人
の
命
が
救
え
る

こ
と
、
身
に
し
み
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
出

来
れ
ば
役
に
立
た
な
い
ほ
う
が
望

ま
し
い
け
れ
ど
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
は
勇
気
を
持
っ
て
対
処
で
き

広

野

政

代
（
磯
部
）

　

応
急
手
当
の
基
礎
実
技
は
、
ヘ

ル
パ
ー
講
習
で
二
ヶ
月
前
に
受
け

た
後
な
の
で
、
復
習
の
つ
も
り
で

小

市

福

世
（
浜
島
）

る
心
構
え
で
い
な
け
れ
ば
！
機
会

が
あ
れ
ば
再
度
講
習
会
に
参
加
し

た
い
と
の
思
い
で
す
。

参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
意
識
の
有
無
の
確
認
。
近

く
の
人
に
救
急
車
を
呼
ん
で
も
ら

い
手
を
貸
し
て
も
ら
う
。

こ
の
こ
と
が
重
要
ポ
イ
ン
ト
。

　

助
け
を
呼
び
気
道
確
保
、
呼
吸

を
調
べ
人
工
呼
吸
を
始
め
る
。
講

習
の
様
子
を
頭
に
浮
か
べ
な
が
ら

対
応
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
習
を
受
け
る
ま
で
は
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
左
側
に
心
臓
が
あ
る
か
ら
左
を

押
す
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
胸

部
の
中
心
み
ぞ
お
ち
の
と
こ
ろ
で

あ
る
と
の
事
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

う
ち
の
家
族
は
、
よ
く
怪
我
を

す
る
の
で
、、
多
少
の
知
識
が
有
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
い

対
処
の
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
六
十
歳
の
手
習
い
な
の

で
忘
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
時
々
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

三
時
間
に
亘
る
講
習
で
し
た
が
、
商

工
会
女
性
部
の
皆
様
と
楽
し
く
有

意
義
な
時
間
が
過
ご
せ
て
、
良
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

東　

純

子
（
阿
児
）

　

広
域
連
合
体
制
発
足
に
よ
る

職
員
異
動
に
伴
い
、
女
性
部
を

私
た
ち
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

部
員
の
皆
様
と
共
に
、女
性
部

の
事
業
活
動
を
活
性
化
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

寺
尾
う
さ
子

西
飯　

範
和

大
崎　

睦
子



志摩市商工会だより／SCI 2006.6

8

第
３
号

印
刷
所 

 

㈱
中
央
印
刷

転
任
の
ご
挨
拶

広
域
連
合
体
制
に
伴
う

志
摩
市
商
工
会
人
事
異
動

志
摩
・
度
会
商
工
会
広
域
連
合

●
統
括
経
営
指
導
員 

小
河　

　

孝

（
志
摩
市
商
工
会
か
ら
）

●
経
営
指
導
員（
診
断
士
） 

小
山　

朝
彦

     （
南
島
町
商
工
会
か
ら
）

●
経
営
指
導
員 
竹
内　

厚
史

     （
志
摩
市
商
工
会
か
ら
）

●
経
営
指
導
員 

前
田　

富
生

     （
志
摩
市
商
工
会
か
ら
）

●
補　

助　

員 

浜
口　

澄
香

 （
志
摩
市
商
工
会
大
王
支
所
か
ら
）

●
補　

助　

員 

奥
川　

　

束

     （
志
摩
市
商
工
会
か
ら
）

志
摩
市
商
工
会
か
ら
度
会
郡
の
商

工
会
へ
異
動

南
島
町
商
工
会
へ

●
経
営
指
導
員 

北
山　

繁
秋 

（
本
所
か
ら
）

南
勢
町
商
工
会
へ

●
補　

助　

員 

山
川　

京
子 

（
浜
島
支
所
か
ら
） 

志
摩
市
商
工
会
事
務
局
機
構

本　

所

●
事
務
局
長 

小
島　

増
男

●
事
務
局
次
長 

西
崎　

　

充

　
　
　
　
　
（
経
営
指
導
員
兼
務
）

●
経
営
指
導
員 

太
田　

光
治

●
経
営
指
導
員 

寺
尾
う
さ
子

●
経
営
指
導
員 

西
飯　

範
和

●
経
営
指
導
員 

村
田　

順
一

●
経
営
指
導
員 

石
野　

雅
彦

●
補
助
員 

北
村　

堅
生

●
記
帳
指
導
職
員 

西
川　

博
次

　
　
　
（
阿
児
支
所
か
ら
）

 

阿
児
支
所

●
支
所
長（
兼
務
） 

森
田　

公
郎

●
記
帳
指
導
職
員 

臼
井　

直
美

●
記
帳
指
導
職
員 

坂
下　

昌
美

 

志
摩
支
所

●
支
所
長（
兼
務
） 

山
岡　

逸
郎

●
補
助
員 

松
井　

仁
美

●
記
帳
指
導
職
員 

西
岡　

由
紀

 
大
王
支
所

●
支
所
長（
兼
務
） 

森
田　

公
郎

●
記
帳
専
任
職
員 

小
川
千
奈
美

 

磯
部
支
所

●
支
所
長（
兼
務
） 
西
崎　

　

充

●
補
助
員 
大
崎　

睦
子

●
記
帳
指
導
職
員 
永
井　

か
よ

 

浜
島
支
所

●
支
所
長（
兼
務
） 

山
岡　

逸
郎

●
記
帳
指
導
職
員 

岨
野　

美
鈴

　

志
摩
市
商
工
会
経
営
指
導
員
は

志
摩
市
全
域
を
担
当
し
、
ま
た
事

業
、
部
会
等
も
分
担
し
て
、
職
務

に
当
た
り
ま
す
。
支
所
担
当
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
次
の
よ
う
な

分
担
と
い
た
し
ま
す
。

支
所
担
当
経
営
指
導
員

阿
児
支
所 

寺
尾
う
さ
子

志
摩
支
所 

太
田　

光
治

大
王
支
所 

石
野　

雅
彦

磯
部
支
所 

村
田　

順
一

浜
島
支
所 

西
飯　

範
和

　

経
営
指
導
員 

北
山　

繁
秋

　

私
、
こ
の
た
び
六
月
一
日
付
を

も
っ
て
、
南
島
町
商
工
会
勤
務
を

命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

志
摩
市
五
町
商
工
会
が
合
併
し
て

一
年
余
り
、
磯
部
町
出
身
の
私
に

は
、
旧
他
町
商
工
会
の
多
く
の
会

員
の
皆
様
に
親
し
く
お
目
に
か
か

る
こ
と
は
勿
論
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
本
部
役
員
や
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
女
性
部
の
皆
様
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、今
ま
で
培
っ

た
も
の
を
財
産
に
頑
張
る
所
存
で

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

補
助
員 

山
川　

京
子

　

こ
の
た
び
、六
月
一
日
付
を
も
ち

ま
し
て
、お
隣
り
の
南
伊
勢
町
の

南
勢
町
商
工
会
へ
異
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。浜
島
町
商
工
会

及
び
、志
摩
市
商
工
会
浜
島
支
所

在
勤
中
は
公
私
に
わ
た
り
格
別
の

ご
指
導
と
ご
厚
情
を
賜
り
充
実
し

た
時
期
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
最
善
を
尽
く
し
て
職
責
を
果

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
今
後

と
も
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

年 金 事 務 相 談 日 程 表平成18年度

伊勢社会保険事務所による、年金相談が下記の日程で開
催されます。
年金相談にお出かけの際は、次のものを持参ください。

①年金手帳・基礎年金番号通知書
②過去に勤務していた会社名、所在地・加入期間、職歴書
③以前に年金加入を調べたことがあれば、その回答書
④年金受給者の方は、年金証書または、年金額改定通
知書など

⑤印鑑

※配偶者がいる場合、１～４は、配偶者の分もご用意くだ
さい。

※ご本人に代わって代理人が相談されるときは、プライバ
シーを守るため、本人の署名、捺印がある「委任状」が
必要です。

相 談 日

平
成
18
年

 7月12日（水）

 8月  9日（水）

 9月13日（水）

10月11日（水）

11月  8日（水）

12月13日（水）

平
成
19
年

 1月10日（水）

 2月14日（水）

 3月14日（水）
場  所 志摩市商工会館

開設時間 午前10時～12時 ・ 午後1時～３時

経
営
指
導
員
・
中
小
企
業
診
断
士

小
山
朝
彦

　

新
し
い
商
工
会
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
６
月
１
日
よ
り
発
足
し

ま
し
た
「
志
摩
・
度
会
商
工
会
広

域
連
合
」
に
南
島
町
商
工
会
か
ら

配
属
に
な
り
ま
し
た
小
山
で
す
。

地
域
に
お
い
て
日
々
ご
活
躍
さ

れ
て
お
ら
れ
る
商
工
業
者
の
皆

様
方
の
お
力
に
少
し
で
も
な
れ

る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。


